
 

 

 

 
 

報道機関各位 

 
埋蔵文化財センター企画展 

「播磨考古学者列伝―加藤史郎・松本正信と西播磨の遺跡―」を開催 

 

 

国指定史跡新宮宮内遺跡は、加藤史郎・松本正信の尽力により、国指定史跡と

なりました。両氏は若い頃に考古学を通じて知り合い、その後二人三脚で西播磨

を中心に遺跡の発掘調査に取り組み、数々の大きな発見をしています。本展では、

両氏の残した多くの調査成果等を辿りながら、その偉業を振り返ります。 

 

記 

 

１ 企画展名称 「播磨考古学者列伝―加藤史郎・松本正信と西播磨の遺跡―」 

 

２ 開 催 場 所  たつの市立埋蔵文化財センター 企画展示室 

 

３ 開 催 期 間  令和６年７月２７日(土)～９月８日(日)  

         ※毎週火曜日、７月３１（水）、９月２日（月）は休館 

 

４ 展 示 内 容  香山遺跡・新宮宮内遺跡・養久山墳墓群・黍田 15号墳・袋尻

浅谷３号墳・香山廃寺・家氏経塚・城山城の出土遺物 

加藤史郎・松本正信が関わった発掘調査の写真パネル など 

 

５ 観 覧 料  無料 

 

６ 関 連 行 事  記念講演会「西播磨を掘る～加藤史郎・松本正信の足跡～」  

講師：義則敏彦（たつの市立埋蔵文化財センター 館長） 

日 時：９月７日(土) 14：00～15：30   

場 所：埋蔵文化財センター 講座体験学習室 

定 員：50名（当日受付順） 

参加費：無料 

たつの市定例記者会見資料 

発表年月日 令和６年７月１日（月） 

担 当 課 教育事業部歴史文化財課 

電   話 0791-75-5450 


